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1. デジタルソリューションのめざす姿と開発方針

2. ライフサイクルシミュレーションの開発概要とケーススタディ

3. 今後の展望・まとめ
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1-1. 企業活動の透明性確保に向けた「デジタル」の必要性

Catena-X

環境意識の高まりから、企業活動の透明性が求められる

ステークホルダーを含めた活動の可視化に「デジタル」の活用が有効

【データ連携の例】 サプライチェーンのCO2排出量

本格稼働[’23]
MOBI
B2C public release予定[’24]

サービス提供開始予定[’24]

Ecosystem
Ouranos

MOBI: Mobility Open Blockchain Initiative
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1-2. サーキュラーエコノミー実現に向けデジタルソリューションでめざす姿

ステークホルダーの活動がデジタルで正当に評価され、適正にフィードバックされることで、

サーキュラーエコノミーへの自発的な行動が促進される社会

サイバー・フィジカルシステム

（CPS）

フィジカル空間

サイバー空間

情報・知識の共有

物質資源の可視化

経済価値の可視化

エネルギーの可視化

製品ライフサイクル

製品ライフサイクルモデル

改善提案

行動改善

評価・分析

データ収集
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現場データ収集

1-3. 開発のアプローチ

本質課題を定義し、「最適な循環」と「現場データの収集」を実現するソリューションを開発、

実事業環境で価値を検証し、社会実装をめざす

課題定義 CPS・ソリューションの開発 価値検証

最適な循環方法

パートナーシップ・受容性評価

モデリング範囲拡大

生成AI・量子コンピューティング

テーマ3 標準化

テーマ1 グランドデザイン

評価すべき指標と標準化戦略の共有

回収・解体・再生の

現場IT/IoT化

ライフサイクルの

シミュレーション

機能拡張

本日の発表内容

ありたき将来シナリオの共有と実現に向けたソリューション提供

課題抽出

ワークショップを通じて活用事例を

立案し、実現への課題を抽出

使用製造 回収

再生

解決すべき課題を定義

• 最適な循環方法の選択

• 評価に必要なデータの収集

本テーマと連動

FY22 FY23 FY24 FY25

CPS: Cyber Physical System
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1-4. サイバー・フィジカルシステムの活用事例

ステークホルダーに求められる行動から

サイバー・フィジカルシステムを活用した6つの活用事例を立案

トレーサビリティ製造/再製造

最適化

⑥⑤①
ESGレポーティング

ESG

④
ライフサイクル

アセスメント

LCA

③
環境配慮設計循環方法最適化

②

4R+R

投資家・利用者 設計者 製造者 全ステークホルダー

企画 設計 製造 サイクル全体

フィジカル空間

サイバー空間

サイバー・フィジカルシステムの活用事例
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6つの活用事例を通してステークスホルダーが抱える課題を深掘りし、

2つの解くべき課題を抽出

経済合理性があり、環境負荷が少ない

循環方法が示される
データを継続的に収集・共有する

仕組みがある

1-5. 活用事例を起点とした課題分析

【解くべき課題１】 最適な循環方法の選択 【解くべき課題２】 評価に必要なデータの収集

製造/再製造

最適化

⑤①
ESGレポーティング

④
ライフサイクル

アセスメント

LCA

③
環境配慮設計循環方法最適化

②

4R+R

トレーサビリティ

⑥

CEへの貢献が

企業価値として

正しく評価されない

製品ライフサイクルの

CE指標算出に

必要なデータが無い

設計意図を

反映して

使用・再生されない

経済合理性のある

循環方法が

分からない

業務がデジタル化

されておらず

データが存在しない

他社とデータを

共有する

メリットが無い

活用事例から顕在化した６課題
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1-6. 開発する技術とソリューション

ステークホルダーとともに持続的に事業成長するサーキュラーエコノミー社会の実現

解くべき

課題

資源循環とステークホルダーの経済性を両立する「価値向上ソリューション」

開発項目

最適な循環方法の選択

経済合理性があり、環境負荷が少ない

循環方法が示される

評価に必要なデータの収集

データを継続的に収集・共有する

仕組みがある

ライフサイクルシミュレーション

ドメイン知識やデータに基づいて

モノの流れや業務をモデル化し、

CE指標や経済価値を評価

静脈デジタル化

モノの循環を担う

回収・解体・再生に関わる

業務のデジタル化
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実事業での検証

1-7. 産総研の強み

再生に必要なプロセスナレッジに基づく「モデリング・プロセスシミュレーション」と

産業界と蓄積してきた「製造現場のデジタル化」

CPS: Cyber Physical System, DB: Database

「循環プロセスシミュレーター」

回収デバイスの「解体」をモデル化

産総研オリジナルモデル

「つながる工場モデルラボ」

産業界と開発した「工場IoTシステム」

製品選別 分解
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1-8. 日立の強み

協創を通じた「顧客業務の理解」、製造現場で培った「モノづくりのナレッジ」と

環境分野における「デジタルソリューションの実績」

「NEXPERIENCE」
「顧客の課題解決」をナビゲート

「製造IoT」
現場ノウハウのモデル化

ステークホルダーの全業務で課題分析 調達・製造の実データを用いた

CO2排出量の算定

「EcoAssist-Pro/LCA」
製品単位のCO2算定

現場データ活用で高品質・高信頼な

製造を実現

モノづくりナレッジのデジタル化

現場測定 製造Sim.
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1-9. 開発する技術とソリューション

ライフサイクル全体をカバーする産総研・日立の「モノづくりナレッジ」と

「デジタル化の実績」を活用して、価値向上ソリューションを開発

解くべき

課題

資源循環とステークホルダーの経済性を両立する「価値向上ソリューション」

開発項目

最適な循環方法の選択

経済合理性があり、環境負荷が少ない

循環方法が示される

評価に必要なデータの収集

データを継続的に収集・共有する

仕組みがある

ライフサイクルシミュレーション

ドメイン知識やデータに基づいて

モノの流れや業務をモデル化し、

CE指標や経済価値を評価

静脈デジタル化

モノの循環を担う

回収・解体・再生に関わる

業務のデジタル化

本日ご紹介



© H-AIST CE Lab. 2024 All rights reserved. 12

部品製造 製品製造 使用

3rdパーティー
保守

再製造(部品)メーカー保守

回収

リサイクル

埋立廃棄

トラッキング不可

資材投入量[t] CO2排出量[t] 循環タイプ率[%]埋立廃棄量[t]

再製造(製品)

リユース(中古)

再製造(部品)

環境負荷

2-1. ライフサイクルシミュレーション
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特長①
ライフサイクルの課題を捉えた

循環ルートのモデルを構築
特長②

地域や事業の特性に応じて

適切なCE指標を算定

2-1. ライフサイクルシミュレーション



© H-AIST CE Lab. 2024 All rights reserved.

実データと連携した継続的なモデル修正により、社会や事業の変化に適応

ライフサイクルにおけるステークホルダーの持続的な行動改善を支援

2-1. ライフサイクルシミュレーション
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ルート【リサイクル】
使用後の製品は回収業者を通じて

リサイクル業者に運ばれ、再資源化

ルート【保守→再製造】
一部では、製品メーカーが保守で

得られる交換部品を活用し、

再製造

埋立廃棄

2-2. ケーススタディ 【現状】リサイクルベースの循環

産業分野の機器を対象に、現状と将来の姿をケーススタディで比較

製造 使用 回収

リサイクル

再製造保守

資材

エネルギー消費量

製品メーカーの業務 回収・解体業者の業務

低
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2-3. ケーススタディ 【将来】再製造ベースの循環

製品メーカーと回収業者が連携した「再製造の循環」構築を想定

製造 使用 回収

リサイクル

再製造保守

資材

ルート【回収→再製造】
回収した製品、部品を活用して

再製造への流通量を増やす

回収品の価値をランク付け

(グレーディング)することで、

残存価値の高いものを

製品メーカーが買い取り

小さな循環での流通量が

増える

大きな循環での流通量

が減る

製品メーカーの業務 回収・解体業者の業務



© H-AIST CE Lab. 2024 All rights reserved. 17

2-4. ケーススタディの試算結果

資材投入量と調達に伴うCO2排出量が削減、ステークホルダーの利益が増加

資材投入量

万トン/年

3.4

3.1

-10%

調達資材の

CO2排出量
万トン-CO2/年

11.5

-10%

10.4

製品メーカー

粗利
億円/年

回収・解体業者

粗利
億円/年

363 5.7

370 6.8

+2% +19%

再製造

ベース

リサイクル

ベース

注釈：産業分野の機器における試算結果、Scope3カテゴリ1でCO2排出量は計算
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3-1. 今後の展望

社会実装に向けた検証と静脈デジタル化を進め、ソリューションを開発

サーキュラーエコノミー社会の実現をデジタルで牽引していきます

サイバー・フィジカルシステム

（CPS）

フィジカル空間

サイバー空間

情報・知識の共有経済価値の可視化 改善提案

行動改善

物質資源の可視化 エネルギーの可視化

LCシミュレーション

生成AI・量子コンピューター活用

再製造最適化環境配慮設計

静脈デジタル化

トレーサビリティ

＜実装＞ ＜開発＞

評価・分析

データ収集

LC: Life Cycle

ESGレポーティング

循環方法最適化

ライフサイクルアセスメント
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3-2. まとめ

• ステークホルダーの行動がデジタルで正当に評価され、適正にフィードバックされることで、

「サーキュラーエコノミーへの自発的な行動が促進される社会」を志向

• デジタルを駆使して環境価値の向上とステークホルダーの事業成長を両立する

「価値向上ソリューション」の開発に挑戦中

• 産総研・日立の「モノづくりナレッジ」と「デジタル化の実績」を活用した

「ライフサイクルシミュレーション」の開発事例を紹介

社会実装に向けた検証を進めます。

多くの方のご協力・ご参加をよろしくお願いします。



循環経済社会の実現に向けて、日立-産総研サーキュラーエコノミー連携研究ラボを設立
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